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部局ニュース

リサーチタイムズ Facebook

参加研究者（順不同）

本学の研究を発信するウェブマガジン「リサーチタイムズ」や、アカデミックファンタジスタの公式Facebookでも、講
義レポート等を随時更新しています。ぜひご覧ください。

リサーチタイムズ　https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
Facebook　　　　　https://www.facebook.com/Hokkaido.univ.taiwa
北大時報　　　　　https://www.hokudai.ac.jp/pr/publications/jihou.html

長谷山美紀（副学長／情報科学研究院 教授／データ駆動型融合研究創発拠点 拠点長）「世界を変えるAI研究の最前線」
信濃卓郎（農学研究院 教授）「ベトナムと日本をつなぐ炭素の流れ～キャッサバ澱粉からリジェネラティブ農業を考える～」
佐藤健太郎（文学研究院 教授） 「イスラームとスペイン」
阿部匡樹（教育学研究院 教授） 「あなたの行為に潜む『他者』の影響」
永木愛一郎（理学研究院 教授） 「『流れ』にのって化学を変える」
柳澤達也（理学研究院 教授） 「極低温で柔らかくなるダイヤモンド」
石垣侑祐（理学研究院 准教授） 「有機化学の教科書が変わる！？」
小林弘明（理学研究院 准教授） 「ナノテクノロジーが拓く新しい電池」
猪熊泰英（工学研究院 教授） 「目に見えない分子を作る、使う、AIで分析する」
小崎　完（工学研究院 教授） 「放射線・放射能の科学」
渡慶次学（工学研究院 教授） 「マイクロ流体デバイスの可能性：身近な分析からワクチン製造まで」
渡辺直子（工学研究院 教授） 「原子力発電所の廃止措置」
佐藤博隆（工学研究院 准教授・ディスティングイッシュトリサーチャー）「量子ビームで古今東西の不可視世界を覗く」
髙尾聖心（工学研究院 准教授） 「陽子線治療―医学×工学でがんに挑む」
多田昌平（工学研究院 准教授） 「二酸化炭素を資源に変える化学」
富田健太郎（工学研究院 准教授） 「半導体の微細加工とプラズマ技術」
米田鈴枝（工学研究院 准教授） 「高温に耐える金属材料！」
今内　覚（獣医学研究院 教授） 「新薬開発で動物も病気から救える時代に」
木村勇気（低温科学研究所 教授） 「顕微鏡でみる、ミクロな水中の世界」
大場雄介（医学研究院 教授） 「細胞ってスゴい！見てわかる生きた反応」
工藤與亮（医学研究院 教授） 「人工知能と先端半導体で未来の医療を実現する」
水谷龍明（医学研究院 講師） 「がんと感染症に対する自然免疫系のはたらきと創薬」
大野正芳（北海道大学病院 助教） 「経内視鏡に使用可能な医療用ハイドロゲルの開発」
池田敦子（保健科学研究院 教授） 「健康に暮らすための室内環境とは」
小笠原克彦（保健科学研究院 教授）「データサイエンスの力で、よりよい医療を！」
山内太郎（保健科学研究院 教授） 「Sanitation for All: 地域に根ざしたトイレの未来を考える」
長山雅晴（電子科学研究所 附属社会創造数学研究センター 教授）「漸化式を使って様々な現象を数式にしてみよう」
岩田啓芳（環境健康科学研究教育センター 特任准教授）「疫学と医学で読み解くデータサイエンス」
加藤博文（アイヌ・先住民研究センター 教授）「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民族と文化的多様性」
原渕　祐（化学反応創成研究拠点 特任教授）「ロボットとコンピュータによる化学空間探索」
高田健介（ワクチン研究開発拠点 特任准教授）「ワクチンはなぜ効くのか？～病原体を記憶する免疫の仕組み～」

　8月18日（月）、戦略的国際パートナ
ーである豪州メルボルン大学との教育
学研究院会談を開催しました。教育学
関係の複数のHokkaidoサマー・インス
ティテュート連携がありつつも、教育
学研究院同士の組織だった連携はない
ことから、先方から提案を受けたもの
で、本学教育学研究院からは辻　智子
教育学研究院長、白水浩信教授、井出
智博准教授、ガルサンジャムツ・ウル
ツィネメフ学術研究員に加え、メディ
ア・コミュニケーション研究院のジェ
フリー・ゲーマン教授、高等教育推進
機構の青木麻衣子教授、田中孝平助
教、国際連携推進本部の植村妙菜学術
主任専門職が参加し、メルボルン大学
教育学研究院からは、マレック・テ
シャール研究院長、ケイト・レイノル
ズ副研究院長（研究）、エリザベス・

マッキンリー副研究院長（先住民）、
ダニエラ・フィミアニ・アクアーロ副
研究院長（国際連携）、ヘレン・スティ
ア上席アドバイザーが出席しました。
　白水教授とアクアーロ副研究院長か
ら、両教育学研究院の概要が説明され
ました。また、アイヌ・コミュニティ
への訪問を交えた教育連携を進めるゲ
ーマン教授、社会正義の共同講義を予
定している青木教授、学生体験の質的
調査を行う田中助教から、既存連携の
紹介がありました。レイノルズ副研究
院長からは、フィールドにおけるエン
ドユーザーを意識した共創、ビクトリ
ア州政府と連携した教員養成、こども
の教育や学校におけるメンタルヘルス
等、特徴的な取り組みの説明があり、
マッキンリー副研究院長からは、豪州
北部の先住民コミュニティへの遠隔教

育支援とカリキュラム開発の話があり
ました。テシャール研究院長からは、
臨床心理学を含めた教育心理学、こど
もの発達教育学等の複数分野での連携
可能性の認識が示され、連携開発に前
向きであるとの話がありました。辻教
育学研究院長からは、メルボルン大学
教育学研究院とは規模や状況が異なる
ものの、学生を含めた研究セミナー等
から具体的に連携を始めていければと
のまとめがありました。
　今後、定期的に連絡を取り合うこと
を確認しつつ、顔合わせとなる会談は
和やかに終了しました。

（教育学院・教育学研究院・教育学部、
国際連携推進本部）

メルボルン大学との教育学研究院会談を開催
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テシャール研究院長

辻教育学研究院長（画面下右から3人目）
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